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報告要旨 

 2001 年 12 月に、中国は自由貿易と市場経済をモットーとしたＷＴＯへの加盟を果たした。中国はＷ

ＴＯ加盟後、日中経済交流も強化されたが。貿易・投資の動きを見ると、日本との貿易・投資より対欧

米の進行が早い。2005 年に、日本は米国、ＥＵに遅れ、中国対外貿易の１位から 3位に下がった。こう

した中で、日中両国は、それぞれ独自の積極的な対外経済協力戦略をとっているが、それに比べて日中

間での経済協力新動向がまだ見えない。 

 

本論文の課題は、中国のＷＴＯ加盟後における日本と中国の経済関係の特徴と変化を外国貿易と直接

投資に即して明らかにし、そのうえで日中経済関係の発展のために必要な政策を検討することである。

 

質疑・応答 
八木：今回の課題を踏まえて、今後の研究の展開について教えて欲しい 
韓：現在、日本から中国への輸出は高い工業製品が大部分を占めている。他の分野をカバーす

るために日本の中小企業が中国に進出できるように、知的財産権や非関税障壁について研

究したい 
 

長谷部：今回の発表は農業とあまり関係のないように思えたが、今後も農業と関係のない研究をす

るのか 
韓：今後は日中間の農業製品の輸出入についても考えていきたい 
 

工藤：農産物貿易の問題についてまとめて報告しようとしたが、うまくまとまらなかったという

ことか 
韓：はい 
 

八木：中国の WTO 加盟後の日中協力メカニズムに着眼点を置く意義は何か 
韓：既存研究において日中両国間の協力メカニズムについての研究が少ないので着目した 

 

 


